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　人類は、歴史の転換点に立っています。政治、経済をはじめ、社会のあらゆる分野で、
古い秩序が時代に適合しなくなり、新しい枠組みや考え方が模索されています。
　その新しい考え方とは、地球上に生きるすべての者が生きのびていくための新しい哲学、
いわば共生（LIVING TOGETHER）の精神です。
　企業を含む社会全体が生存のために分かちあい、補完しあう関係を築き、ともに発展して
いくという共生にもとづく経営こそが、企業が社会の公器として役割を果たす上で、何よりも
大切であると考えます。
　私ども京セラは、1959年にファインセラミック部品の専業メーカーとして創業し、その技術
をもとに多角的に展開をはかり、完成機器まで手がける総合メーカーに成長しました。それ
は、技術や製品を通じて新しい価値を創造するだけでなく、心をベースとして、社会や人 と々と
もに歩む道のりでもありました。この共生の姿勢は今後も変わることはありません。
　未来においても、人々と心を合わせ、喜びを分かちあいたい̶京セラは、LIVING 
TOGETHERの精神のもと、豊かな未来の創造に努めていきます。

編集方針
　京セラグループの経済性、社会性、環境に関する活動を
ステークホルダーの皆様に報告し、コミュニケーションをは
かっていくことを目的として本報告書を発行しています。
　本報告書が京セラグループをご理解いただくための一
助となり、今後の皆様とのコミュニケーションの促進につな
がることを願っています。なお、この報告書の内容に加え、
補完データや最新情報などは、弊社ホームページ
（http://www.kyocera.co.jp）に掲載しています。
　京セラグループの取り組みに対する皆様のお声を今後の
活動に活かしていきたいと考えますので、ご意見・ご感想を
いただきますようお願いいたします。
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敬天愛人

「定時株主総会招集ご通知添付書類」等にもと
づき記載しています。
「消費生活用製品安全法」「障害者の雇用の促進
等に関する法律」「労働安全衛生法」「下請法」等
にもとづき記載しています。
環境関連法規に準拠し、「京セラグループ環境
管理基準」「廃棄物処理規定」「PRTR管理基準」
等の社内規定にもとづき記載しています。

常に公明正大　謙虚な心で　仕事にあたり
天を敬い　人を愛し　仕事を愛し　会社を愛し　国を愛する心

全従業員の物心両面の幸福を追求すると同時に、
人類、社会の進歩発展に貢献すること。

社会との共生。世界との共生。自然との共生。
共に生きる（ＬＩＶＩＮＧ ＴＯＧＥＴＨＥＲ）ことをすべての企業活動の基本に置き、
豊かな調和をめざす。

対象期間 2010年4月1日～2011年3月31日
ただし、一部の報告・データについては、過去および将来
について記載しています。

対象範囲

発行時期 2011年7月（次回：2012年6月予定、前回：2010年7月）
○環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」 
○GRI※「サステナビリティレポーティングガイドライン第3.1版」 
※Global Reporting Initiativeの略。　全世界で適用される
　持続可能性報告書の枠組みの作成を目的として1997年に
　発足された国際的な組織。

※資本金・売上高・当期純利益の記載金額は、億円未満を四捨五入しています。

経済パフォーマンス

社会パフォーマンス

環境パフォーマンス

参考ガイドライン

パフォーマンス情報の収集・報告の方針および基準

京セラ株式会社および連結子会社197社
本報告書で京セラと記述している場合は、京セラ（株）
単体を示しています。なお、対象範囲が異なる場合は当
該箇所に明示しています。また、パフォーマンス情報の収
集・報告の方針および基準については、下記の通りです。 

社 　 是

経営理念

経営思想

京セラ株式会社（ KYOCERA Corporation ）
〒612-8501 京都市伏見区竹田鳥羽殿町6番地 
TEL：075-604-3500（代表） 
1959年4月1日 
代表取締役社長  久芳 徹夫 
1,157億円

社 名
本 社 所 在 地

設 立
代 表 者 名
資 本 金

会社概要 （2011年3月31日現在）

1兆2,669億円 
1,224億円
208社（京セラ（株）含む）
66,608名（持分法適用子会社、持分法適
用関連会社は除く）

売 上 高
当期純利益
グループ会社数 
グループ従業員数 名誉会長

－環境経営推進の基盤－

－製品における環境配慮－

－工場・事業所における環境配慮－

－ステークホルダーとの環境コミュニケーション－

（連結）
（連結）
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